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ドロシー・オズボーンの手紙（Ⅰ）
岸本　広司
　17世紀イングランドの王党派ジェントリの娘であるドロシー・オズボーンは，議会派に属
するアイルランド記録長官の息子で，やがて外交官および著作家として名を成すウィリアム・
テンプルと結婚した。それに先立つ1652年12月から54年10月の間に，彼女はテンプルに宛て
て何通もの手紙を書いている。本稿は，これまでほとんど論じられてこなかったドロシーの
手紙を取り上げ，それらが書かれた経緯，彼女の人柄，手紙に含まれる文学的意義，そして
テンプルに与えたであろう影響等を探ろうとするものである。本稿は，テンプルの政治思想
研究に関する筆者の全体計画の一部を成すものであり，「ウィリアム・テンプルとドロシ ・ー
オズボーン」（本誌第153号，2013年）の続稿である。
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１．手紙の公刊
　ウィリアム・テンプル（William Temple, 1628-
99）に宛てたドロシー・オズボーン（Dorothy 
Osborne, 1627-95）の手紙は，1652年12月24日に始
まり54年10月２日で終わっている。２人の文通は，
仲を引き裂かれた48年の夏頃からなされていたと思
われる。だがそれらは残っておらず，われわれが目
にしうるのは，上記の間に交わされたドロシーのも
の77通とテンプルのもの１通である。
　ドロシーの手紙が内包している文学的価値をいち
早く見抜いたのは，テンプルの妹マーサ・ジファー
ドであった。彼女は，それらが公刊されることを密
かに望んでいた。「思い切って言うだけの勇気はな
いが，私はそれらが印刷に付されるのをしばしば
願っていた。というのも，これまで世間から評価さ
れてきた彼〔テンプル〕の著作は言うまでもないと
して，彼女の手紙ほど素晴らしいものは見たことが
ないからである（1）」。しかしドロシーには，自分の
私信を公にする気などまったくなかった。当時の社
会常識からして，男性に宛てた恋文を人目にさらす
など，女性としてはあまりにもはしたなく思われた
のである。それゆえ彼女の手紙は，人目に触れるの
を避けるかのようにテンプル家のキャビネットにし
まわれていた（2）。
　ドロシーが死去したのは1695年，テンプルが没し
たのは４年後の99年である。２人がこの世を去った
あと，ドロシーの手紙はグランド・ツアー中に書か
れたテンプルの諸著作とともに，何人もの手を経て
後世に伝えられてきた。そのプロセスを簡単に見て
おくならば，それらはまずテンプルの孫であるエリ
ザベス・テンプルに相続された。エリザベスは，自
ら命を絶ったテンプルの息子ジョンの娘である。エ
リザベスは1772年に死去しているが，子どもはすべ
て早世しているので，彼女の死後，手紙を含むテン
プル家の文書の保管はエリザベスの妹の嫁ぎ先であ
るベーコン家（the Bacon）に委ねられた。妹の名
前は，手紙の主である祖母と同じドロシーである。
だがこのドロシーもすでに1758年に天然痘で死去し
ており，そのため文書を相続したのは彼女の息子で
サフォーク州の牧師ジョン・ベーコン（テンプル夫
妻の曾孫）であった。ジョン・ベーコンが1788年に
没すると，サフォーク州コッデナム（Coddenham）
で牧師をしていた弟のニコラス・ベーコンに引き継
がれ，さらにその死後（1796年）は，ニコラスの遺
言によって義妹（妻の妹）の嫁ぎ先であるロング家
（the Longe）に遺贈された。こうしてテンプル家
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の文書は所有者を転々と変えながら，しかし散逸す
ることなく伝えられてきた。そして1891年に大英博
物館に移管されるまでは，ロング家で長く保管され
てきたのであった（3）。
　ドロシーの手紙がはじめて公になったのは，ロ
ング家が相続して40年後，ドロシーが死んで140年
後のことである。すなわち，トーリの政治家で文
筆家でもあるトマス・P・コートニーが，1836年
に全２巻から成るテンプルの伝記 Memoirs of the 
Life, Works, and Correspondence of Sir William 
Temple, Bart, 2 vols. （London, 1836）を刊行した。
その際，第２巻の補遺（Supplement）にドロシー
の恋文を収録したのである（4）。ただし，77通のうち
収められたのは42通だけであった。しかもそれらは
抜粋であり，書かれた日付も確定しないままであっ
た。これは書簡集としては致命的ですらあった。と
いうのは，ドロシーの手紙にはほとんど日付がな
く（5），本来ならばそれを確定して日付順に配列しな
ければならなかったからである。その点で，コート
ニーの収録した手紙は学問的厳密性に欠けるもので
あった。だがそれまで世に埋もれていた恋文が，不
十分ながらも活字になった意味は大きかった。２年
後の1838年に，トマス・B・マコーリーがコートニー
のテンプル伝を論評しているが，そのなかでドロ
シーの手紙を取り上げ，称賛していることは後述す
るとおりである。
　残存するすべての手紙が公にされたのは，法廷弁
護士や裁判官として活躍したエドワード・A・パリー
の手によってである。パリーは，1888年に Letters 
from Dorothy Osborne to Sir William Temple, 1652-
54, ed. Edward Abbott Parry（London, 1888）を
刊行した。それは綴りや句読点を現代風に直し，手
紙の内容を精査してそれらが書かれた日付を確定す
るなど，コートニーのものよりはるかに学術性の高
いものであった。だが収録されたのは70通であり，
その点でいまだ十分なものではなかった。前述した
ように，ロング家は1891年に手紙を大英博物館に移
管している。しかしいかなる理由からか，７通だけ
は手放さず同家に置かれたままであった。パリーの
1888年版は，この７通を含んでいなかったのであ
る。それから15年後の1903年に，パリーは改訂版を
出した。件の７通を含むすべての手紙が収録され
たのは，この新しい版においてである。そしてパ
リーの改訂版をベースとしながら，1928年にＧ・
Ｃ・ムーア・スミスが新たな書簡集を編んだ。The 
Letters of Dorothy Osborne to William Temple, 
ed. G.C.Moore Smith （Oxford, 1928）である。こ
れは，ドロシーの兄で彼女の結婚問題に異常なまで
に干渉したヘンリ ・ーオズボーンの日記（6）に着目し，
それを最大限に活用しながら手紙のテクスト分析を
しており，厳密な日付の確定と詳しい注釈が特徴と
なっている。パリー版以上に学術的価値が高く，こ
れによってドロシー研究の下地が固まった。そして
その後も手紙の校閲は続き，現在では，ケネス・パー
カーの編集した Dorothy Osborne: Letters to Sir 
William Temple,1652-54. Observations on Love, 
Literature, Politics and Religion, ed. Kenneth 
Parker（Aldershot, 2002）が最も水準の高い書簡
集となっている。筆者が本稿で利用したのも，主と
してこのパーカー版である（7）。
２．文通の再開
　さて，最初の手紙が書かれた1652年12月24日と言
えば，テンプルが２回目のグランド・ツアーから帰
国した翌月である。テンプルの帰国はドロシーに大
きな喜びを与えたことであろう。また再会を待ちわ
びていたテンプルも，ドロシー以上に心躍る気持ち
であったに違いない。
　１回目のグランド・ツアーでフランスに２年あま
り滞在したテンプルは，50年の暮れか51年の始めに
イングランドに戻り，ロンドンでドロシーとの再会
を果たしていた。しかし２人が密かに会っているこ
とを聞き知った父親のサー・ジョンは，ドロシーと
の結婚を諦めさせるために，息子を再び大陸旅行に
行かせていた。行き先は，スペイン領ネーデルラン
ト，ネーデルラント連邦共和国，そしてドイツであっ
た。約１年半のこの旅行から，テンプルは上流社会
におけるマナーの修養，語学の習得，ヨーロッパ諸
国の文化・芸術・習俗・社会制度の見聞など，さま
ざまなものを得ている。それらはすべて，テンプル
にとってかけがえのない貴重な経験であり，豊かな
学びとなった。だがその一方でテンプルは，ドロシー
のことを思って悶々とすることの多い日々を送って
いた。この頃，２人は相愛の仲になっていたとはい
え，いまだ結婚を決意するには至っていなかった。
恋人同士が遠く離れて暮らせば，会えないがために
恋慕の情をいっそう募らせもし，会わぬ間に相手は
心変わりしているのではないかと不安に駆られたり
もするものである。実はテンプルがそうであった。
ドロシーを思う気持ちはますます強まりながらも，
今頃ドロシーは親の勧めでほかの男性と婚約してい
るのではないかと，ある種妄想のようなものに駆ら
れていた。
　以前テンプルは，そのうちにあなたは私のことな
どすっかり忘れて，次に会うときまでに誰かと結婚
していることでしょう，そのことに10ポンド賭けて
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もよい，とドロシーに言ったことがある。２回目の
大陸旅行から帰国したテンプルは，冗談交じりに
言ったその予言が当たって，賭け金10ポンドを支払
わねばならないかどうか，ドロシーに問い合わせる
手紙を書いた。２人の文通は途絶えがちになってい
た。おそらくテンプルは，自信と不安を交錯させな
がら返事を待ったことであろう。「いいえ，10ポン
ドを支払う必要はございません」。ドロシーからの
返信にはそう記されていた。そして末尾にはこう書
かれていた。「あなたからお便りをいただいて，と
ても嬉しく思っております。私にこれほど関わりの
あるお方は，世界でもごくわずかしかいませんか
ら。あなたが長い旅を無事終えられ，しかもお元気
で再びお会いできる所に来ていらっしゃることを
知って，こんな嬉しいことに慣れていない私にはと
ても信じられないくらいでございます。私の目がお
手紙を間違って読んだり，読み方を忘れていたりは
していないと思っております。でももしよろしけれ
ば，もう一度お便りをくださって，私の喜びをいっ
そう強いものにしてくださるお気持ちがおありでし
たら幸いです。私は住まいも人間も昔のままでおり
ます（8）」。
　こうして２人の文通は再開され，以後頻繁に交わ
されていくようになる。２人がワイト島ではじめて
会ったのが1648年，それからすでに４年の歳月が流
れ，ドロシー25歳，テンプルは24歳になっていた。
われわれは，デイヴィッド・セシルによる優れたド
ロシー伝を参考にしながら，ドロシーの手紙を通し
て２人の恋の行方を追っていこうと思う。ただしこ
こでの主たる目的は，２人の恋愛そのものよりも，
テンプルという人物をよりよく知るために，彼に
とって最も身近な女性であるドロシーに接近し，彼
女の人柄，手紙に含まれる文学的意義，そしてテン
プルに与えたであろう影響等を探ることにある。お
そらくそれは，テンプルを等身大に捉えようとする
われわれにとって，決して無意味な作業ではないで
あろう。
３．秘密の会話としての手紙
　さて，文通を再開したドロシーはほぼ毎週１通の
ペースで，多くは土曜日か日曜日にしたためた。彼
女はテンプルに，これまで離れていた間に身辺で起
こったことや日頃考えていたことを教えてほしいと
伝え，彼女の方も自分の周辺で生起した事柄，たと
えば死んだ母親のこと，病床にある父親のこと，何
人もの求婚者が現れていることなどを知らせた。と
くに求婚者についてはユーモアがあり，大きな財産
と教養をもった立派な紳士や謙虚で控えめで哀愁を
帯びた学究肌の男性が申し込んできているというよ
うに，あたかもテンプルの気持ちを確かめたり，焦
らせて面白がったりするかのような調子で書いてい
る。しかしそのように記したあと，求婚者たちはす
べて自分の好みではないこと，そして「結婚とは，
無から愛を生み出す魔力があるものだということな
どとうてい信じられませんし，嫌悪感から生み出す
力があるものだということなどなおさら信じること
ができません（9）」と述べて，テンプルをいくらか安
心させてもいるのである。このときの求婚者の一人
に，ドロシーの従姉弟のトマス・オズボーン，のち
のダンビー伯がいる。
　二人は，文通を再開して１カ月ほど経った1653年
２月にロンドンで再会している（10）。２人がいつ結
婚の意思を固めたかは不明であるが，おそらくロン
ドンでの再会がその大きな契機になったことは間違
いないであろう。それ以前のドロシーの手紙を見る
と，ユーモアのなかにも容易には内面を見せないよ
そよそしさや硬さがあった。だがロンドンで互いの
変わらぬ愛を確認して以降は，落ち着きと静けさを
保ちつつも，心の動きや感情のひだをかなり正直に
見せるようになる。手紙の結辞も，“Your humble 
servant” “Your faithful friend and servant”から，
“Yours” “Your affectionate friend and servant”
へとしだいに変化していく。そしてそれまで決して
文字にあらわさなかった熱い表現もしばしば見られ
るようになるのである。「私の見る夢はあなたのこ
とばかりです。あなたのことだけを考える癖がつい
てしまいましたので，何かほかのことが頭に浮かぶ
と，不安になってしまうほどです（11）」。
　かつてトマス・Ｂ・マコーリーは，ドロシーの手
紙を評して「彼女の文体は非常に心地よい（12）」と
述べたことがある。実際，ドロシーの手紙は堅苦し
い形式張った文体でも，比喩や対句によって飾り立
てた技巧的文章でもない。また，気取った表現や美
辞麗句を並べ立てた美文調でもない。むしろそれら
とはまったく逆に，自然な文体を重んじ，日々の生
活のなかでごく普通に使われている素朴な言葉を用
いて素直に綴られている。それは文字で記されなが
らも，あたかも目の前にいる親しい友人に，何の衒
いもなく普段着の言葉で語りかけているかのようで
ある。ドロシーは，手紙は自由で自然なものでなけ
ればならないと考えていた。彼女によればそれは，
論理性や厳密性を誇る学者の書物，レトリックをち
りばめた政治家の演説などとはまったく異なるもの
なのである。
　 「私の考えでは，偉大な学者たちが最高の書き手
だとは思いません（私が申し上げているのは，手
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紙の書き手という意味です。本の書き手としては
彼らはおそらく最高です）。……手紙というもの
はすべて，会話のように自由で平易であるべきで，
演説のように苦心したり，呪文のように難しい言
葉を使うのはいけないと思います。明白な意味を
ぼかすような言葉を苦労して探す人がいますが，
実にご立派なことです。たとえば，私の知ってい
るある紳士は，『寒い気候になりました』とは決
して言わずに，『冬が私たちを迎えに来ました』
と言うのです。そういう気取り屋には我慢がなり
ません。（13）」
　別稿で考察したように（14），17世紀のイングラン
ドでは女性が本を出すのはもちろん，男性のように
ものを書くことさえ許されるものではなかった。だ
が，手紙ならば女性でも書くことができた。むしろ
手紙は教養ある女性のたしなみであり娯楽であっ
た。また女性の活躍の場でもあった。当時の女子教
育については後述するが，女性が男並みに知的活動
したり，公的な言説空間に参入したりすれば，嫌悪
や恐怖の眼差しで見られるのが普通であった。女性
に許されたのは，私的な空間で私的な言説を自己表
出することぐらいであり，私信としての手紙がすな
わちそれであった。そしてそうした事情は，イング
ランドのみならず，フランスやオランダにおいても
基本的に同じであった。17世紀後半から18世紀中葉
にかけて，これらの国の裕福な人びと，とりわけ女
性たちは盛んに手紙を書いた。郵便制度の発達（15）
や手紙の書き方を指南する「日用書簡範例集」の出
版（16）が，手紙をやり取りする気運をいっそう高めた。
　こうした雰囲気のなかで，若い男女の間で恋文が
交わされた。恋人への思いを文字にしたため，愛し
い人から届いた手紙を一心に読む女性の姿は当時の
絵画，とくにオランダの風俗画家たちによって生き
生きと伝えられている。なかでも，ヨハネス・フェ
ルメールの作品はあまりにも有名である。手紙をモ
チーフにした作品６点のうち，《窓辺で手紙を読む
女》（1657年頃）と《手紙を読む青衣の女》（1663－
64年頃）は，待ちわびていた人から届いた手紙を両
手でしっかり握り，人目を避けて夢中で読む女性を
静謐かつ内省的に描いている。また《恋文》（1669－
70年頃）は，楽器を奏でている女性に侍女が突然持っ
てきた恋人からの手紙，困惑した表情で見返す女
性，そして何か意味ありげに微笑む侍女といったよ
うに，手紙をめぐる２人の人物の一瞬の心模様をド
ラマティックに描いている（17）。手紙をモチーフに
した画家は，もちろんフェルメールだけではない。
ヘラルト・テル・ボルフ，ハブリエル・メツー，ピー
テル・デ・ホーホたちも同様の主題による作品を残
している。手紙はまさしくこの時代の文化的流行で
あった。多くの画家たちが好んで手紙をモチーフに
したのも，当時の書簡熱の高さを裏書したものと言
えよう。そしてドロシーも，こうした時代のムード
のなかでテンプルに宛てて書いていたのである。
　ところで，「手紙」（letter/epistle/correspondence）
とは，書き手の精神の内奥を「私」という一人称単
数の形式をとって表出したものである。それは，自
己表現の手段として書き手の自由な意志によって書
かれ，署名され封印されたものであり，封筒のなか
にいわば自我を収めたものである。手紙は個人の心
の真実を眼前にいない親密な対話者，すなわち名宛
人に向かって文字を通して伝える様式にほかなら
ず（18），近代における「個の発見」あるいは「個の
自覚」と無関係ではありえない。もちろん，自己を
表現する代表的な形式としては，手紙のほかに「日
記」（diary/journal）や「自伝」（autobiography）
がある。しかし，日記は自分自身との対話を通して
自己観察と自己認識を行い（19），己の深みに到達し
て「自己の分身（20）」を作っていくものであり，ま
た自伝は一般的に不特定多数の読者を想定しなが
ら，自分自身の生を回顧的に統一的全体として物語
るものである（21）。それに対して手紙は，あくまで
も特定の相手に，書き手の奥深くに隠されている真
実を私的に伝える文書であり，エラスムスも言うよ
うに，「離れている２人の間で交わされる〔秘密の〕
会話（22）」にほかならない。そして自らの過去を冷
静に振り返って回想的に語る自伝が，語っている現
在と語られている過去との間に時間的・意識的ずれ
があり，しかも己の生涯を統一的視点から再構成し
ようとするためしばしば粉飾や空白や歪曲を含みが
ちであるのに対して，手紙は自伝におけるような時
間的・意識的ずれが比較的少なく（23），また書き手
の思ったことや感じたこと，見聞したり体験したり
したことをありのまま直接的に，未整理のまま断片
的に書き綴るものである（24）。それゆえに手紙は，
自伝と比べて一般的に真実性や真率性が高いとされ
るのである（25）。
　手紙は，送り手と受取人との間で交わされる２人
だけの対話である。それは第三者を排除した秘密の
交換であり，受取人以外の者が読むことは想定され
ていない。もっとも，この時期に交わされた手紙は
必ずしもプライバシーの対象とは考えられておら
ず，人びとの前でごく普通に朗読されたり回読され
たりしていた。ちなみに，のちにテンプルの秘書と
して彼の館で寄寓することになるジョナサン・ス
ウィフトは，バサースト卿に宛ててこう書いている。
「私はあなたから手紙をいただくと，良き趣味をもっ
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たごく少数の特別な友人たちを呼び集めて，あなた
の手紙を読むよう勧めています（26）」。しかし，テン
プルとドロシーの手紙はあくまでも２人だけのもの
であり，誰にも見られたくない極秘のものであった。
というのものちほど見るように，もし文通している
ことが周囲に知られようものならば，家族から反対
されている２人の恋はたちまちのうちに壊れてしま
うおそれがあったからである。
　会うことのままならない２人にとって，手紙は互
いの気持ちを伝え合う唯一の手段であった。手紙は，
離れた場所にいる者同士が古くから利用してきた情
報伝達手段である。遠く離れているからこそ手紙に
頼らざるをえないのであり，そこでは距離というも
のが重要な意味をもっている。だがテンプルとドロ
シーにとって，距離の遠近はさほど問題ではない。
問題なのは，会いたくても会えないという現実で
あった。容易には会えないからこその手紙であり，
手紙は会って話すことと同等，否，「会話の不幸な
代用物（27）」なのである。それゆえもし支障なく会
うことができるならば，もはや手紙を書く必要はな
い。
　 「私に手紙をお書きになる楽しさは，私があなた
の手紙を受け取るのと同じくらいだ，などとあな
たはおっしゃいます。その点については私だって
同じだと考えていただけませんか。ぜひそうな
さってください。私を愛していらっしゃれば，きっ
とそうなさいます。でも，このように手紙を書く
必要がなくなれば，どれほど嬉しいことでしょう。
そうしたら，こうして手紙を書くことでも何でも
みんなお話しできましょう。そんなに幸福になる
ことが，これからあるのでしょうか。（28）」
　ドロシーにとって，手紙は話すように書くべきも
のであった。実際彼女の手紙は，あたかも目の前に
いるテンプルに直接話しかけるかのように，何の技
巧もなく率直に綴られている。読み手はテンプルだ
けであり，公刊する気などまったくなかったがゆえ
に，その書き方はいっそう自然であった。彼女は日々
の生活のなかで見たことや感じたことを，また時に
は愚痴りたいことを，静けさに包まれたチックサン
ズの自室や病臥する父親のベッドの傍らで綴った。
デイヴィッド・セシルは，ドロシーの手紙の特徴を
次のように記している。
　 「彼女の筆跡は芸術品であり，手紙の中身もそう
であった。それらはきわめて美しい文学作品で
あった。しかし，意識的な技巧の跡があると言う
のではない。実際，ドロシーの手紙の魅力の半ば
は，自分の与える印象を念頭に置くことなく，頭
に去来するよしなしごとをひたすら書きつけてい
るように見えるという事実に由来している。それ
は真面目さと陽気さが混じり合い，愛情をはっき
りと表明したかと思うと，ニューカッスル夫人の
奇行へと転じ，ニューカッスル夫人の奇行から具
体的な頼み事　　テンプルさんどうか王立取引所
へ行って，オレンジ・フラワー・ウォーターを注
文してくださいませんかとか，今流行りの彫刻
を施した印章を１つ買ってくださいませんかと 
か　　へと移り，さらに具体的な頼み事から人間
の望みの空しさについての感想を書きつけると
いった調子なのだ。……彼女の手紙の言葉は会話
体であり，調子は親しみやすく，くつろいでいる。
あたかも実際に話をしているかのように，声を大
にして主張したり，話しを中断したり，突然やめ
てしまったりしている。われわれは彼女の手紙を
読むというよりも，盗み聞きしているような気が
する。だがそこにこそ，彼女の芸術が存在するの
だ。生き身の声の響きを，書き言葉のなかに響か
せるのは容易なことではない。ドロシーは手紙が
巧まざるものに見えることを欲したけれども，実
際にはその内容を精選し整理していた。その結果，
一つひとつの文章によって彼女の個性が頁の上に
躍動するのである。さらに彼女には天性の芸術家
らしい文体の感覚があって，それがいつも自分の
思想を楽しい形式で表現する努力をさせた。素朴
な言葉が正しい言葉なのである。（29）」
４．チックサンズのドロシー
　ドロシーがテンプルに手紙を書いていた頃のオズ
ボーン家は，死の床にある父親と３人の兄，そして
ドロシーの５人家族であった。母親は過酷な運命に
翻弄され，度重なる無理がたたってすでに死去して
いる（30）。ドロシーは末子で，上には９人の兄姉が
いた。そのうち６人はすでに病死あるいは戦死して
おり，残ったのはドロシーより16歳上のジョン，９
つ違いのヘンリー，そしてサン・マロにいる父親に
会うために一緒に旅をした，１つ年上でドロシー気
に入りのロバートであった。長兄のジョンは結婚し
て家庭をもち，グロスターシャーで住んでいた。彼
は，やがて父親が死ぬとチックサンズの所領を相
続，王政復古後はチャールズ２世の私室付き侍従と
なり，1662年には准男爵位を授かっている（31）。穏
やかな人物で，ドロシーの結婚に反対はしていて
も，この問題にさほど強く干渉しなかったことは彼
女の手紙にも書かれているとおりである（32）。他方，
生涯独身を通した次兄のヘンリーは感情的で嫉妬深
く，ドロシーを最後まで苦しめた人物であった。彼
は，父親や戦死した２人の兄弟と同じく反共和主義
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的な王党派の軍人（大佐）で，1660年の王政復古の
際は，オランダに派遣されたチャールズ２世を迎え
る使節団に随行して国王護衛の任を果たしている。
そして69年には，傷病兵委員会のポストを与えられ
ている（33）。チックサンズでは，病気の父親に変わっ
て実質的な家長として振る舞った。必ずしも詳細な
ものではないが，貴重な日記を残しており，それを
通して恋愛期のドロシーの動向を知ることができる。
　結婚をめぐる家族の反対については後述するとし
て，チックサンズでのドロシーの日常は病床にある
父親の世話と読書であった。彼女は大の本好きで
あった。読書量は膨大で，古典から最新のものに至
るまで，手に入るものならば何でも読んだ。とりわ
け愛読したのはフランスのロマンス物語であった。
たとえば，マドレーヌ・ド・スキュデリー（スキュ
デリー嬢）の『イブラヒムあるいは誉れ高きバサ』
（Ibrahim ou l’Illustre Bassa, 1641），『アルタメー
ヌあるいはル・グラン・シリュス』（Artamène ou 
le Grand Cyrus, 1649-54），『 ク レ リ ー』（Clélie, 
1654-60），ラ・カルプルネードの『クレオパートル』
（Cléopâtre, 1646-58），ゴンベルヴィルの『ポレク
サンドル』（Polexandre, 1632-37）などが気に入り
の作品であった。ドロシーはこれらをフランス語原
典で読んでいる。そしてテンプルに『ル・グラン・
シリュス』や『クレオパートル』を送って，彼にも
読むよう勧めている。この点についての詳細は別稿
に譲るが，ともかくもドロシーは，時間があればさ
まざまなジャンルの本を読んだ。そして読後は刺繍
をしたり瞑想したり，近くの田園や小川のほとりを
散歩したりして過ごした。ドロシーの静かな日常の
一端を垣間見ることのできる手紙が残っている。彼
女は文章を組み立て情景を描き出す素晴らしい才能
の持ち主で，ドロシーには作家の素質がある，と
ヴァージニア・ウルフに言わしめた有名な手紙であ
る。
　 「日中の暑い間は本を読んだり刺繍をしたりして
過ごし，６時か７時頃，家のすぐ近くの共有地ま
で歩いてまいります。そこには大勢の若い田舎娘
たちが羊や牛の番をしていて，木陰に座って民謡
を歌っています。私は近くへ行って，彼女たちの
声や美しさを本で読んだことのある昔の羊飼いの
娘たちと比べてみましたが，たいへん違いがある
のに気づきます。けれども純真さという点では，
きっと変わりはないのでしょう。話しかけてみる
と，彼女たちは自分たちがこの世で一番幸福な人
間だということに気づいていないだけで，これ以
上望むものは何もない人たちなのです。よくある
ことですが，私たちが話し合っている最中，その
なかの１人が辺りを見回して，牛が麦畑のなかへ
入っていくのを見つけると，みんな一斉に，まる
で踵に翼でも生えているかのようにさっと駆けて
行きます。私はそれほど敏捷でないので置き去り
にされますが，彼女たちが牛を追って家路に着く
のを見ますと，私も家に戻るときが来た思うので
す。夕食のあと庭に出ます。そして傍を流れる小
川のほとりへまいります。そこで腰を下ろして，
あなたがご一緒だったらと思いますのよ。（34）」
　この手紙を書いた翌月にも，同じようにもの静か
で穏やかな，それでいてテンプルに会えぬ悲しさを
秘めた手紙をしたためている。「昨夜は11時まで庭
に出ておりました。今まで見たこともないほど美し
い夜でした。庭がとてもきれいで，ジャスミンがと
りわけ良い香りを放っていました。でも楽しくはご
ざいませんでした。庭は今まで私がそこで感じたの
と同じ素晴らしい魅力を備えていました。もしあな
たがそこにいらしたなら，今までよりずっと庭が素
敵だと思ったことでしょう。でもあなたがいらっ
しゃらなかったので，庭は隣の野原と変わりありま
せんでした（35）」。
５．テンプル
　恋人に会えぬ辛さは，もちろんテンプルも同様で
あった。彼は静穏な人生に早くから憧れを抱いてい
た。彼の望みは，若者には珍しく「健康と平和と良
い天候（36）」であった。その点で，テンプルの気質
はドロシーとよく似ていた。しかしいささかプライ
ドの高い彼は，不遜で気難しい一面をもち，穏和で
あるかと思えば性急かつ激情的で，事が思いどおり
に行かない場合は苛立ちや怒りの感情をあらわにす
ることがあった。この時期のテンプルは，ドロシー
の気持ちはわかっていても，思うように進展しない
結婚問題にやきもきする日々を送っていた。妹のジ
ファード夫人によれば，２回目の大陸旅行から戻っ
て２，３年はほとんどロンドンで暮らし，公職に就
くことなく，ドロシーに会えぬ辛さを紛らすためで
あろう，若者らしい楽しみ事をしたり，読書や書き
物をしたりしながら過ごしていたようである（37）。
また，ハートフォードシャーのムーア・パーク（Moor 
Park）にある友人サー・リチャード・フランクリ
ン　　その妻エリザベスはドロシーの親戚であった
　　を訪れ，その邸宅に逗留することしばしばで
あった。テンプルは，このムーア・パークでのカン
トリ生活をことのほか気に入っていた。丘の上の邸
宅とその斜面に広がる庭は美しく，とりわけ庭園は
テンプルの終生忘れえぬ記憶として心の奥深くに
残った。後年のエッセイで，「国の内外を問わず，
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私が見てきた庭園のなかで最も完璧な形状をしてい
るのは，30年ほど前に見たハートフォードシャーに
あるムーア・パークのそれであった（38）」と書いて
いる。この庭園にはさまざまな花や木々はもちろん，
噴水，岩屋，彫像などがあった。その彫像の一つに，
ギリシア神話で白鳥の姿になったゼウスと交わった
スパルタ王妃レダの像が設置されている。ある日テ
ンプルは，レダ像の見える部屋のガラス窓に，その
ときの心境を次のように書きつけた。
　　　レダよ教えてくれ，絶えず動いているのと　
　　　静止しているのとではいずれが勝るかを
　　　そうすれば私も知りうることを言おう
　　　お前と私のどちらが幸せであるかを（39）。
　翌年の12月に結婚するテンプルとドロシーが，ハ
ネムーンを過ごしたのはこのムーア・パークのフラ
ンクリン邸においてであった。結婚から26年後に
公務から引退したテンプルは，やがてサリー州の
ファーナム近くに土地を購入している。そしてその
地所をムーア・パークと名付け，念願の庭園を作っ
てドロシーと晩年を過ごしている。テンプルにとっ
てハートフォードシャーのムーア・パークの庭園が，
そこで過ごしたハネムーンの甘美な記憶と相まっ
て，いかに印象深いものであったかを示す証左と言
うべきであろう。
（１） Martha Giffard, “Life and Character of Sir William 
Temple,” in Early Essays and Romances of Sir 
William Temple Bt.,with the Life and Character of 
Sir William Temple by His Sister Lady Giffard, ed. 
G.C.Moore Smith (Oxford:Clarendon Press, 1930), 
p.6.
（２） ドロシーの手紙がテンプルのキャビネットにしまわ
れていたことは，結婚後のドロシー自身の言葉から
知ることができる。Kenneth Parker, “Appendix A: 
Surviving Letters Written during the Marriage,” 
Letter C, in Dorothy Osborne: Letters to Sir 
William Temple,1652-54. Observations on Love, 
Literature, Politics and Religion, ed. Kenneth Parker 
(Aldershot:Ashgate, 2002), p.301. 
（３） G.C.Moore Smith, “The After-History of Dorothy 
Osborne’s Letters,” in The Letters of Dorothy 
Osborne to William Temple, ed. G.C.Moore Smith 
(Oxford:Clarendon Press, 1928), p.xliv.
（４） Thomas Peregrine Courtenay, Memoirs of the Life, 
Works, and Correspondence of Sir William Temple, 
Bart, 2 vols. (London: Longman,Rees,Orme,Brown, 
Green, & Longman, 1836), II, pp.273-337.
（５）正確に言えば，日付があるのは８通のみであった。
（６） ムーア・スミスは，1920年にヘンリーの日記からドロ
シーに関わる個所を抜粋して公刊した。ムーア・スミ
スも言うように，これはドロシーの手紙を解明するう
えにきわめて重要な資料である。G.C.Moore Smith 
(ed.),“Notes on Dorothy Osborne’s Letters: Henry 
Osborne’s Diary,” Notes and Queries, 12th ser.,7 
(1920), 304-306, 324-26, 344-46, 385-87.
（７） パーカー編の書簡集が出るまでに，取り上げたもの以
外にも海賊版を含めていくつかの版がある。その点に
ついては，Parker, Introduction to Dorothy’s Letters, 
ed. Parker, pp.43-44を参照。
（８） Dorothy Osborne to William Temple (24 Dec. 1652), 
Letter 1, in Dorothy’s Letters, ed. Parker, p.56. 訳出
するにあたっては，デイヴィッド・セシル／宮下忠二
訳『二つの静かな人生』（八潮出版社，1981年），33頁
の訳文を参照させていただいた。
（９） Dorothy to Temple (15 or 16 Jan. 1653), Letter 4, in 
Dorothy’s Letters, ed. Parker, p.64.
（10） ヘンリー・オズボーンは日記に，ドロシーがロンドン
ヘ行ったのは２月12日，チックサンズに戻ったのは同
月の22日と記している。“Henry Osborne’s Diary,” (12 
Feb.1653; 22 Feb. 1653), 324.
（11） Dorothy to Temple (5 or 6 Mar. 1653), Letter 10, in 
Dorothy’s Letters, ed. Parker, p.75.
（12） Thomas Babington Macaulay,“Sir Will iam 
Temple,” in The Works of Lord Macaulay, Complete, 
ed. His Sister Lady Trevelyan, 8 vols. (London, 
1866), VI, p.261.
（13） Dorothy to Temple (24 or 25 Sept.1653), Letter 41, in 
Dorothy’s Letters, ed. Parker, pp.138-39. セシル『二
つの静かな人生』53頁の訳文参照。手紙は修辞学的
要素を排除して，自然な文体と素朴な言葉で話すよ
うに書くべきだと主張したのは，必ずしもドロシー
一人だけではない。彼女と同時代にも，同様の考え
をする人はわずかながらいた。たとえば，歴史家兼
政治パンフレット作家であるジェイムズ・ハウエル
は，手紙形式で書かれたエッセイとも言うべき『日用
書 簡 集 』（Epistolae Ho-Elianae: Familiar Letters, 
1645-55）で，「われわれは話すように書くべきであ
り，相手とあたかも会話をしているかのように，自分
の考えを短く簡潔な言葉で表現するのが真の日用書
簡である」（Epistolae Ho-Elianae or The Familiar 
Letters of James Howell, ed. Agenes Repplier, 2 
vols. [Boston:Houghton Mifﬂin, 1907], I, p.3）と述
べている。ドロシーがこの書簡集を読んでいたかどう
かはわからない。だがこの時代は修辞学を弄ぶ傾向が
しだいに弱まり，文章も韻文調から散文調へと変わり
つつあった。ドロシーも，こうした時代の流れや雰囲
気を感じ取っていたのであろう。
（14） 拙稿「ウィリアム・テンプルとドロシ ・ーオズボーン」
（『岡山大学大学院教育学研究科研究集録』第153号，
2013年）23頁。
（15） ちなみに，イングランドの本格的な郵便制度は16世紀
のヘンリー８世時代に遡ることができる。最初は，王
や政府の文書を速やかに運ぶために主な幹線道路に
宿駅を建設し，そこに人や馬を確保する駅逓制度で
あった。やがて官営の「キングス・ポスト」（King’s 
post）に対して「トラベリング・ポスト」（traveling 
post）と呼ばれる民営の駅逓路線が開設され，路線の
拡充とともに郵便の利用者もしだいに増えていった。
また1680年には，官営の高額な郵便料金に対抗して，
ロンドンとその周辺なら一律１ペニーという安い料金
でサービスを提供する「ペニー郵便」（penny post）
制度が創設され，利用者の拡大に大いに貢献した。こ
のペニー郵便の意義は，料金の安さだけではなく，１
ペニー余計に支払えば戸別配達のサービスを受けるこ
とができるという，戸別配達制度を取り入れた点にも
あった。1711年に「郵便法」（Post Ofﬁce Act）が成
立，郵便は政府の独占事業であることが確認された。
それとともに，市民に好評であったペニー郵便が法的
に認められ，また主要幹線道路を結ぶ地方横断道路を
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利用して，ロンドンを経由することなく地方都市間の
郵便の迅速化を図るいわゆる「クロス・ポスト」（cross 
post）の敷設も定められた。これによって地方連絡郵
便のサービスが開始され，配送地域が拡大することに
なった（Howard Robinson, The British Post Office: 
A History [Princeton:Princeton University Press, 
1948], pp.96-98）。もっとも，郵便馬車が登場するの
は1784年であり，それ以前の輸送はポスト・ボーイ
による騎馬郵便か徒歩郵便で，輸送量という点では
限界があった。しかし，イングランドの郵便制度は
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